
鞄

曙

籍
サ
武
者

琴

東

昭
和
塞

八
月

一
-

紡
錘
鹿
科
有
孔
鹿

(F
u
su
lin
id
F
o

rami
n
if
e

ra)
の

分
類
に
関
す
る
論
説
の
.評
論

(

≡

)

牛

津

正

四

郎

W
e
d
ek
in
d
ietla
(I
W
ed
ek
in
d
e
tta
)

D

unbar
a
n
d

H

enbest
(X
IV
.
3
60-
362,
364)
は

F
usuli
ma
euthysepta
H

enbest
を
模
式
種
と
し
て
新
屈

W

e
d
e
k
i
n
･j
e
l
l
a

を
設
立
し
た
'
後
は
両
氏
は
此
属
名
が

一
九
二
九
年

Sch
in
d
e
w
o
lf
に
よ
っ
で
頭
足
鞄
の
或
者
に

奥

へ
ら
れ
た
属
名
で
先
取
さ
れ
て
居
る
の
で
之
を
W

e

d
ek
in
d
iella
(A
m
.
ユ
o
ur.S
ci､
5th
S
er.
V

o

t.
X
X
I､
.N
o･

1
2
5
,
p
.

4
58
.
)
9
3
1
)

に
改

へ
で
居
る
｡

本
属
は
殻
は
小
形
で
細
長
-
紡
錘
状
を
量
す
る
が
隔
壁
は
会
-
摺
曲
せ
す
､
且
っ

secon
d
a
ry
d
ep
o
sit
が
著
し

-
敏
速
L
殻
の
両
極
は
共
著
で
充
填
せ
ら
れ
て
居
る
､
文
数
壁
に
は
蜂
衛
構
造
が
無
-
蚤
-
F

u
su
lin
ella
の
者
と

同
じ
で
あ
る
O
ch
orr]a
t
a

は
､
著
し
-
磯
逢
し
て
居
る
.

R
oth
a
n

d
Skinn
e
r

(L
I
V
.
340
-
血
43,
P山.
30)
は

コ
ロ
ラ
ド
の

P

e
n
n
s
y
tv
a
n
ia
n

か
ら

W

e
d
e
k
i
n
d
i
e
u
a

ex
･

軌

僻

曲

科

布

孔

戯

(
F
u

su
lin
id
F
o
ra邑
n
ife
r
a
)
の
分
判
に
闘
す
る
論
孜
の
評
論

八
7



地

枕

節
十
八
各

節
二
雛

(

こ

こ

c
e
n
t
r
i
c
a

R

ot
h

an
d

S
k
i
n

n
er,
W
ed
.
ex
cen
tr
ica
v
ar.
17La
g
n
a
R
.
&

S
,,

W
ed
.
color
a
d
oe7aSis
R
.
&
S
JU

W
ed
,
colo･r
a
d
oen
s･L.a
V
a
r.
P
e･rf
ora
ta
R
･
&

S
.,
を
記
載
し
た
､
之
で
見
る
と

W
ed
ek
in
d
iella

の
隔
壁
の
様

子
は

F
u
su
h
.n
ella
の
夫
と
同
機
で
あ
る
｡
W
ed
ek
in
d
iella
を
隔
壁
の
仝
-
摺
曲
し
な

い
者
は
限
定
す
る
な
ら
ば

本
属
は
非
常
に
狭

い
範
囲
に
限
ら
れ
て
し
ま
ふ
､
隔
壁
の
金
-
補
的I
L
覆

い
者
か
ら
旋
迦
軸
の
附
進
に
於
で
低
に
稽

曲
す
る
者
と
の
間
に
は
漸
次
の
移
-
選
り
.の
型
が
あ
る
し
又

seCOn
d

ary
d
ep
osit
の
多
寡
が

ta
x
o
n
o
mi
c
v
al
u
e

(
分
類
低
値
)
を
有
す
る
か
否
か
は
疑
問
と
す
る
庭
で
あ
る
｡

W
ed
ek
in
d
iella

は

B
ou
lion
ia
L
ee
及
び

F
u
siella
L
ee
a
n
d
C
h
en

に
も
似
て
居
る
が

一
般
は
此
政
的

大
形
で
あ
-

F
u
sn
lin
ella
よ
少
は
旋
姐
の
数
が
多
-
密
接
に
巻

い
て
居
る
.

F
u
sie】ia

L
ee
a
n
d
C
h
en
(x
x
xli,
)07⊥
09)
は

一
九
三

11
年
に
新
屈

F
u
siella
を
設
立
し
た
'
F
u
siella
typ
ica
Le
e

a
n
d
C
h
eロ
が
模
式
種
で
あ
る
｡

此
者
は
数
は
捌
筒
状
か
ら
紡
健
状
を
量
す
る
者
迄
あ
ゎ
極
め
て
小
形
で
二
ミ
リ

を

超
過
せ
ず
旋
廻
は
緊
密
で
殻
の

敏
速
の
敢
初
期
に
は

E
n
d
olhyr
a状
で
あ
る
｡
隔
壁
は
展
寓
で
倭
に
旋
粗
動
附
近
で
の
み
綬
か
に
摺
曲
し
て
居
る
｡

口
孔
は
隔
壁
の
中
央
下
底
に
あ
わ
箪

一
で
略
固
形
を
豊
す
る
.
口
孔
の
両
側
に
は

C
h
om
a
ta
が
敬
達
し
で
居
る
.

赦
壁
は
極
め
て
薄
-
撒
密
で
保
存
の
良
好
な
藤
本
で
見
る
と
中
央
に
不
透
明
を

te
ctu
m

が
あ
-
､
其
内
外
両
側
は

s

econ
d
ar
y
d

ep
osit
が
直
接
し
て
屠
る
､
即
ち

D
ia
p
h
an
oth
eca
を
臥
-
､

L
ee
a
n
d
C
h
en

に
ょ
れ
ば

F
u
･

siella
は
殻
壁
の
構
造
に

S
chu
bertella
v
.
S
ta
ff
a
n
d
W
e
d
.
と
置
別
が
困
難
で
B
ou
lion
ia
と
は
隔
壁
の
摺
曲



如
何
は
よ
-
聞
別
す
る
事
が
出
来
る
と
云

ふ

e

以
上
を
も
っ

て見
る
と

F
usiella
は
数
壁
の
特
異
､
外
形
の
小
な
る
革
等
の
瓢
を
除

い
て
は

F
usulinjW
lla

と

の
匿
別
7g
困
難
で
あ
る
｡

s
k
in
n
eT
(LX
IV
,
22
㌣
256)
は

F
LLSiella
L
ee
an
d
C
hen
敬
承
離
し
て
屠
る
'
而
し
て
テ
キ
サ
ス
よ
か
F
u
･

sieu
a
p
rim
aeva

Skinn
er
を
記
載
し
史
に
紡
健
慮
科
有
孔
鹿
の
穀
の
成
生
に
就

き

teCtu
m

と

d
ia
p
h
an
o･

th
eca
が
同
時
は
成
生
さ
れ
る
者
に
あ
ら
ず
､
前
者
が
後
者
よ
少
も
先
さ
は
亜
ず
る
と
云
ふ
て
居
る
｡
然
し
其
論
櫨

に
首
肯
L
が
た

い
塵
が
あ
る
｡

F
u
sie
tta
も

B
ou
lto
Tbia
と
同
株
は
数
壁
に

diaph
an
otheca
が
敏
け

て
屠
る
事
が
莱
し
て
屈
の

一
っ
の
特
徴

と
な
る
か
ど
う
か
に
は
疑
問
が
あ
る
.
F
u
siella
の
様
な
極
め
て
小
形
の
種
に
放
て
は
殻
壁
其
自
身
が
非
常
に
薄

い

者
で
あ
る
か
ら

diap
h
an
oth
eca
も
極
め
て
薄
-
屡
々
夫
を
磯
風
す
る
事
が
出
水
な

い
事
が
あ
-
待
る
と
考

へ
ら

頼
る
｡
即
ち

F
u
sie
lla
は

F
･usu
lin
ella
か
ら
匿
別
出
来
る
本
質
的
な
特
質
む
持

っ
て
居
ら
な

い
棟
は
恩
は
れ
る
｡

D
o
iio
lin
a
,
V
erb
e
ek
in
a
及
び
新
燭

P
setLd
o
d
o
iio
lin
a
Ya
b

e
and
fl
an
zaw
a

S
ch
ettw
i
en
(L
V
,
298)
は

.i
八
九
八
年

S
ckluager
iqw

lep
id
a
S
ch
w
a
g
e
r

を
模
式
種
と
し
て
新
風

M
blle･

r
i･tla
む
建
て
た
､
然

し
稜
に
此
名
銅
は
既
に

U
trich
が
光
岡
産
の
他
の
有
孔
鹿
に
典

へ
た
属
名
で
先
取
ru
克1
て
居

る
姉
が
解
っ
た
の
で
之
を

D
olio
tin
a
(
LVJ

,

129)
と改
栴
し
た
｡

D
olioli71a
の
模
式
種
で
あ
る
塵
の

S
ch

u

･

ager
ina
lep
id
a
S
chw
a
g
e
r
は

S
chw
a
g
er
が
商
支
那
湖
北
省
の

午

揚
子
江
流
域
に
あ
る
断
州

(
現
今
新
春
と
云
ふ
)
の
封
岸
か
ら
の
棟
本
は
就

き
記
載
し
た
者
で
あ
る

(LX
.
i
O
7
.
1
3

8-

紡
飾
叔
和
布
孔
赦

(
F
u
su
lin
id
F
orami
n
if
e
r
a
)

の
分
封
に
胴
す
る
論
説
の
評
前

八
三
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地

球

姉

十

八
懲

解

二
鞭

八畑

桝

140)｡
何
て

S
c
h
w
a
g
er

に
依
れ
ば

S
ck
w
a
g
er
in
a
lep
ida
･
S
ch
w
a
g
.
の
殻
壁
に
は
蜂
寵
構
造
が
あ
-
蜂
背
の
直

椎
は

O.0
0
4
3
m
m
･
と
測
定
し
で
あ
る
｡
(L
X
,
)39

.

P
)1
18.
F
ig
s.
1
ム
)
其
後
何
人
も

D
o
lio
lin
a

の
穀
壁
に
は
蜂
褐

構
造
の
あ
る
者
と
考
へ
て
凍
た
.
然
る
に
小

韓氏
は
(x
u
v
.
Tl)
D
o
lio
lin
a
lep
l.d
a･(S
ch
w
a
g
.)
の
脱
標
本
が
美
濃

赤
坂
町
金
銀
山
鹿
の
者
と
覗
つ
LtJ
信
じ
､
且
つ
同
地
鹿
の
者
で
従
凍

D
olio
lin
や
lep
ida
(
S
c
h
w

a
g
.)
は
同
定
さ
れ

て
凍
た
者
は
英
数
駅
に
於

で輝
禰

構
造
が
映
け
て
屠
る
革
む
初
め
て
注
意
し
其
蔑
め
ほ

D
olio
tin
a
は
殻
壁
は
蜂
紹

構
造
を
有
せ
ざ
る
者
と
定
義
し
LJ
｡

美
濃
赤
坂
の
者
を

D
oliolin
a
lep
id
a
(S
ch
w
a
g
e
r)
に
最
初
に
同
定
し
お
の
が
矢
部
教
授
(L
X
X
V
I)
で
あ
る
が

其
後

D
epTat
(IX
)
も
之
は
従
っ
て
屠
る
｡
叉

D
eprat
が
雲
南
か
ら
報
脅
し
た
者
も
美
浪
赤
坂
の
者
と
盆
-
同

じ
者
で
あ
る

LV
iZ.
45
1
46)｡
D
ep
ra
t

に
よ
る
と

D
o
liolin
a

lep
id
a

の
敏
雄
は
非
常
に
薄
く
厚
ru僅
に
0
.0
0
6

m
m
･で
あ
ら
之
が
峰
縛
構
造
を
有
す
る
か
否
か
ほ
就
で
は
何
等
記
載
し
て
居
な

い
が
斯
様
に
薄

い
数
壁
に
は
蜂
覇
構

造
が
鍍
蓮
す
る
飴
裕
は
無

さ
そ
う
で
あ
る
､
又
其
聞
版
を
見
て
7P
殻
壁
は
蜂
縞
は
な

い
様
に
見
え
る
'
此
他

C
ota
n
i

tv
p)
が
印
度
支
那
か
ら

D
o
lio
lin
a
lep
id
a
(S
ch
w
a
g
.)
と
し

て記
載
し
た
者
は
赤
坂
の
者
と
同
じ
者
で
穀
壁
に

峰
衛
構
造
を
認
め
る
串
が
出
水
な

い
｡

又
東
部
教
授
が
薯
州
省
威
革
堀
后
場
か
ら
D
o
lio
lin
a
lep
id
a
と
し
て
報
骨
し
た
者
の
原
標
本
数
鋸
槍
す
る
と
之

は
赤
坂
産
の
者
と
令
-
同
じ
者
で
赦
壁
に
は
蜂
磯
構
造
が
誰
め
ら
れ
な
い
｡
以
上
の
如
-
D
ol
io
tin
a
lepid
a
(S
chI

w
a
g
e
r)
と
L

S
ch
w
a
g
e
r
が
斬
州
よ
-
記
載
し
た
者
に
似
て
は
居
る
け
れ
ど
も
殻
壁
の
構
造
上
異
な
る
者
は
粟
津

の
各
地
に
焼
-
産
す
る
事
が
知
ら
れ
る
｡
父
斬
州
か
ら
記
載

r,れ
た

D
o
liolin
a

Eep
id
a
(S
ch
w

a
g

.)
の
原
標
本
が



伯
林
博
物
館
は
あ
-
､
其
者
を
小
樽
氏
が
弗
槍
し
わ
る
塵
､
央
迄
氏
が

D
olioLin
a
lep
id
a
(S
chw
ag
e
r)
拭
同
定

し
て
屠
っ
た
者
は
断
州
産
の
者
と
粂
-
異
な
る
者
で
あ
る
輩
を
知
力
氏
が

さ
き
に

D
ol*
lilia
の
定
義
む
静
定
し
た

の
を
駈
け
元
に
も
ど
し
同
時
は

V
er
beek
in
a
を
D
oliolin
a
の
同
物
異
名
と
し
て
厳
東
し
て
居
る
｡
此
革
は
.D
u
n･

bar
an
d
H

enbest
の
論
文

(X
IV,363)
の
脚
許
は
掲
げ
ら
れ
た
魔
の
小
棒
氏
よ
-

()u
n
ba
r

に
宛
て
ね

fi
九
二

九
年

一
月
十
六
=
付
の
手
紙
に
於
で
述
べ
ら
れ
て
居
る
｡

小
棒
氏
は

D
olioliJn
a
C
la
u
dia
e
D
ep
rat,
D
otiolin

aA
ticia
e
D
ep
rat
に
は
穀
壁
に
蜂
覇
構
造
が
あ
る
故

を
以
っ
て
之
が
自
分
の

D
otiolin
a
の
定
義
は
潜
は
な

い
の
で

V
er
bee
kin
a
は
包
含
せ
し
め
た
(x
I,IV
.

18)｡
扱

v
er
beekin
a

は

S.
Stair
(L
X
V
IIi.
476)
が

T,
九

〇
九
年

F
u
su
lin
a
v

er
b
eelii
G
ein
itz
(x
x
.
340)
を
模
式
種

と
し
て
創
設
し
た
者
で
殻
は
主
に
球
状
数
量
L
殻
壁
に
は
繊
細
な
る
蜂
衛
構
造
が
め
-
'
隔
壁
は
泉
南
か
或
は
少
し

く
轡
曲
し
て
屠
る
､
〓
孔
は
多
数
あ
-
､
隔
壁
の
下
面
に
配
列
し
て
居
か

P
a
ra
ch
om
ata

は
数
の
成
熟
期
は
於
で

の
み
徴
錫
在
る
鍍
連
を
な
す
'
旋
廻
は
数
多
-
敢
初
期
に
於
で
は
極
め
で
緊
密
に
後
に
急
は
綬
-
敢
後
は
食
わ

緊
密

に
な
る
傾
向
が
あ
る
｡
V
,

Staff
(L
X
V
III,
4･72)
は

V

erbeek
in
a

verbeek
i
(G
ein
itZ
)

に
於
で

B
asal
e
k
e
le
tt

(p
arach
om
ata
)
の
如
-
見
え
る
者
は
異
の
B
as
alek
elett
に
あ
ら
ず
し
て
そ
れ
は
隔
壁
の
下
部
の
規
則
正
し

い
摺

曲
の
馬
め
に
そ
れ
が
あ
る
戒
に
現
れ
て
凍
る
の
で
あ
る
と
説
明
し
ね
が
小
梯
氏

(X
L
ZV
,
15)

は
之
を
反
駁
L

S
ch
･

w
a
g
e
r
(L
X
,
136)
が
既
は
了E
常
に
述
べ
て
屠
る
様
に

V
er
beek
in
a

v
er
beek
i
(G
ein
itz)
に
は

P
a
rach
om

ata

の
微
弱
な
る
教
法
が
あ
る
事
を
説
明
し
て
居
る
が
小
曙
氏
の
詮
は
正
常
で
あ
る
｡

S
ch
w
a
g
e
叶
が
斬
州
か
ら
記
載
し
た
D
olio
lin
a
lepid

a

(
S

c
h
w
a
g
e
T)
は
殻
は
樹
筒
状
で
両
船
は
丸
味
を
尊
び
長

紡
錐
曲
斜
材
孔
曲

(F
u
su
lin
idF
o
r
ami
n
if
er
a
)

の
分
数
に
脚
す
る
諭
祝
の
評
論

八
五

光



地

球

節
十
八
各

節
二
紙

八六

六

TT,
9m
m
二
夙
ru
心

m
m
･
に
逢
す
､
殻
壁
に
は
繊
細
な
蜂
嵩
構
造
が
あ
-
隔
壁
は
最
低
で
其
下
底
に
は
多
数
の
口
孔

が

一
列
に
配
列
し
各
日
孔
の
間
に
は

P
ara
ch
om
ata
が
よ
-
畿
達
し
で
屠
る
'
P
a
ra
ch
om
ata
ゐ

磯
達
は

V
er
･

beek
ilS

i,er
beeki
(G
ein
itz)
は
於
て
は
甚
だ
微
弱
で
あ
る
が

D
olio
lin
a
lep
icla
(S
ch
w
a
g
e
r)
は
於
で
は
数
の

教
連
の
幼
期
よ
わ
成
熟
期
に
わ
た
-
湛
し

い
｡
又
此
者
に
於
で
は
政
幼
期
は
於
で

V
erb
eekin
.a

qler
beek
i

(G
eT

n
itZ)
と
同
様
は

E
,n
o
th
y
r
a
状
む
塗
し
て
居
る
｡

肘
し
て
従
氷
矢
部
教
授

D
ep
rat.
C
o]a
n
i
小
津
氏
に
依
っ
て
D
oliolin
a
lep
id
a
(S
ch
w
ag
e
r)
と
し
て
記
載
さ

れ
た
者
は
殻
壁
の
怖
質
を
除

い
て
は
殻
の
構
造
上
新
州
産
の

D
oliolin
a
lep
id
a
(S
ch
w
a
g
er)
と
大
差
が
無

い
｡

但
し

-i
股
に
前
者
は
後
者
よ
-
著
し
-
小
形
で
あ
る
｡
而
し
て
前
者
の
穀
壁
に
峰
需
構
造
の
無

い
の
は
本
楽
あ
っ
た

者
が

fo
ssiliz
ation
に
よ
っ
て
失
は
れ
ね
と
考

へ
る
串
が
出
水
な

い
糊
由
が
あ
る
'
何
と
な
れ
ば
此
者
は
D
olio
l
i
･

n
a
(S
･
str,)C
la
u
d
ia
e
D
e
prat
の
如

き
者
と
伴
っ
て
産
す
る
場
合
後
者
に
は
明
瞭
夜
蜂
謁
構
造
が
あ
-
前
者
は
於
で

の
み
こ
れ
が
失
は
れ
ね
者
と
考

へ
る
事
は
出
来
な

い
｡
此
の
棟
は
殻
壁
は
蜂
満
構
造
の
老

い
革
が
前
者
の
特
質
で
あ

る
と
考

へ
ら
れ
る
､
故
に
敢
近
欠
部
数
接
と
筆
者
は
赤
坂
産
の
者
の
模
式
型
と
し
て
之
に
新
属
名

Pseud
od
o
liolin-

Y
a
b
e
a
n
d
fla
n
za
w
a
新
種
名

P
.
o
zaw
a
i
Y
ab
e

a
n
d
H
an
za
w
a
を
典

へ
ね
｡

小
棒
氏
は
よ
わ
-1
且

V
er
beek
in
a
に
入
れ
ら
れ
た

D
oliotin
a
cla
u
d
ia
e
D
ep
rat,
D
.
a
licia
e
D
e
p
rat
等

は

D
oliolin
a

tep
id
a

(S
ch
w
a
g
er)
と
同
様
に
殻
壁
に
繊
細
な
蜂
裾
構
造
が
あ
-
､
隔
壁
は
鼻
寓
で

n
Tu
ltip
te

a
perture
及
び
著
し

い

P
a
ra
ch
om
a
ta
の
発
達
が
あ
-
同
じ
郵
属
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
者
で
あ
る
｡
前
述
の
様
に

D
oliolin
a

と

Y
erbeekin
a

と
は

P
ara
ch
om
at
a

の
聴
建
度
は
よ
-
置
別
す
る
事
が
出
来
る
が

D
olio
Ein
a



c
la
u
JClia
e.
D
oliolin
a
a
licia
e
其
他

D
o11.0lin
a
com
p
ressa
D
ep
rat,
D
otiolin
a
ova
lis
D
ep
Tat,
D
oliolin
a

p
a
r
ui
c

osia
D
e
p
rat,
D
oll:Olin
a

ter
m
ier
i
D
ep
rat
I)o
lio
lin
a

mi
n
or

D
e
p
ra
t
､

D
o
l
io
lin
a
s
u
b
ellip
tica

D
ep
ra
t
(X
L
SJ
O)
等
は

V
e

rbeekin
a
に
入
れ
る
吋
F
u者
に
あ
ら
ず
依
然

D
o
lio
lin
a

の
部
屈
は
入
れ
ら
れ
る

吋

き
者
で
あ
る
｡

Do
tio
lin
a
g
ig
a
nt
e

a
Y
ab
e
に
就
t.J

小
棒
氏

(X
L
V
II.
)9.20)
は
矢
部
教
授
が

D
olio
lin
a
gig
a
n
iea
Y
ab
e
と
し
て
雲
覇
者
瓜
安
嘱
五
罪
よ
-
報
脅

し
た
者
を

V
uorb
e

ekin
a
ver
beek
i
(G
ein
itz)
に
改

へ
で
居
る
､

然
し
此
者
を
原
標
本
は
就
て
滞
研
究
す
る
と
殻
壁

に
繊
細
な
蜂
新
構
造
が
あ
-
伽
之
､

P
ara
ch
om
ata

が
著
し
-
敬
蓮
し
て
屠
る
革
か
ら
見
て

V
er
beek
in
a

v
er
･

beek
i,
(G
ein
itz)
に
同
定
す
る
事
は
田
楽
な

い
､
而
し
て
之
は
寧
ろ

D
otiolilW

teP
id
a
(S
ch
w
a
g
e
r)
に
同
定
し

得
る
者
で
あ
る
｡
大
部
数
接
は
常
で
赤
坂
の

P
seu
d
od
o
liolin
a
oza
w
a
i
Y
ab
e
an
d

H
a
n
2.a
W
a
を

D
oliolin
a

tep
id
a
に
同
定
し
赤
坂
の
者
と
五
第
の
者
を
比
較
し
た
粘
基
後
者
が
前
者
よ
-
遥
か
は
大
形
な
る
の
故
を
以
っ
て
之

恕
新
種

D
oliolin
a
gig
a
n
tea
に
し
た
の
で
あ
る
が
今
日
で
見
る
と
之
は

D
oliotin
a
lep
id
a
(S
ch
w
a
g
).
か
ら

匿
別
出
水
は
-

い
､
然
し
煙
本
が
不
十
分
で
あ
る
薦
め
異
の
同
定
に
は
疑
問
を
挑
ん
で
簡
-
｡

･

D
oliolin
a
の
範
嶋
に
あ
て
は
洩
る
者
の
中

D
olioliJn
a
Cla
u
d
ia
e
D
ep
rat､
D
.
a
licia
e
D
ep
rat
等
が
印
度
支

那
'
日
本
よ
-
産
す
る
事
は
報
告
ru
れ
ね
が
異
の

D
oliolin
a
lep
id
a
S
ch
w
a
g
er
に
同
定
出
水
得
る
者
は
嘗
て
報

骨
r
J
れ
た
事
が
な

い
が
矢
部
教
授
が
五
第
よ
-
報
告
し
た
者
が
今
日
迄
の
唯

一
の
例
と
在
る
と
瓜
ふ
.

I1:
=･:i:･乍
…71=!
..

私

感
曲斜材孔曲

(
F
t
lS
u
tin
id
F
orami
n
if
e
r
a
)
の
分
劫
に
脱
す
る
諭
舵
の
評
論

5.,醍



地

球

弟
十
八
蓉

解
二
班

八八

八

.i
九

〇
三
年
矢
部
教
授
は

S
ch
w
ager
in
a

craticulq
era
S
ch
w
ag
er
(L
X.

14-145,Pl,
18.
F
ig
s.
15-
25)
が

S

ckw
ager
in
a
p
r
in
cep
s
(E
h
r.)
と
異
夜

-
､

夫
に

sp
iral
septuta
と

aXial

septu
]a
の
二
つ
の
要
素
が
加

は
る
部
は
よ
-
S
chw
a
ger
in
a

よ
り
置
別
し
新
腐

N
eoschw
ager
in
a

を
設
立
し

た
が
模
式
種
と
し
て
は

S
ch
･

10ager
in
a
cr
a
ticu
1g
er
a
(S
ch
w
ag)
が
選
ば
れ
て
居
る
(
L

X

X

V
J｡

C
a
n
c
e
l
l
i
n
a

一
九

〇
九
年

fla
y
d
en
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
よ
♭

N
eosckw
ager
in
a
Y
a
b
e
の
並
属
と
し
て
C
a
n
cellin
a
在

る
漸
層
を

鍵
で
ね
が

Cancellina
pr

i
mi
gena
(fra
y
d
en)
へxx
v
)
が
模
式
穂
で
あ
る
｡
C

anceltin
aが
N
eo･

sch
w
ager
in
a
と
典
在
る
鮎
は
後
者
が

septa,
axial
s
e
p
tuta,
sp
iral
septul
a
の
三
要
素
む
有
っ
て
居
る
の
ほ

前
者
は
其
中

aXial
sep
tu
la
を
秋
p
J
軍
は

septa
と

SP
iral

septu
ta
だ
け

h
t有
す
｡

C
a
n
cellin
a

は
格
子
と

云
ふ
意
味
で
夫
は

septa
と

SPiral
septula
と
が
画
角
は
交

-
格
子
状
を
成
す
故
で
あ
る
｡

S
u
m
a
tr
in
a

S
u
m
a
trin
a
は
V
o
tZ

(L

X
X
IV
)
が

ス
マ
ト
ラ
の
上
部
石
友
紀
か
ら

S
u
m
a
ir
i
na
annaeV
o
tz

を
模
式
種
と

し
て
創
め
て
記
載
し
た
者
で
あ
る
｡
此
地
質
時
代
は
今
日
で
は

一
般
は
上
部
二
塵
紀
と
考

へ
ら
れ
て
居
る
.
矢
部
教

授
は

S
u
m
a
tr
in
a
を

-i
旦

(L
XX
V
I)
N
e
oschwager
in
a
(Y
a
bein
a
)
の
聞
物
異
名
と
考

へ
ね
p

fI.
D

ouvittか

(x
Jf,
582)
は

S
u
m
a
tr
in
a
am
ae
V
o
l
z
の
殻
壁
及
び
隔
壁
に
は
蜂
鴛
構
造
が
静
め
ら
れ
ず
即
ち
典
は
徴
密
で
あ

る
の
で
其
隔
壁
は

N
e
oschu,agefi
･n
a
の
隔
壁
と
異
な

-
｣g
lcBeOf
usu
lin
a
D
eprat
e
m
.
Y
a
b
e
and
ff
an
zaw
a

の
隔
壁
に
見
る
様
な
蜂
蘭
の
帝
政

(lam
e

t
l
a

e)
が
親
犬
に
在
っ
て
捷
じ
ね
者
と
解
押
し
た
､
V
.
Staff(
L

X

V
iII
.
4
8
3
)



は
此
龍
に
賛
成
し
て
居
る

｡
熟
し

D
eprat
(V
IJ,10,)i)
は

S
u
m
airina
を

N
eos
chw
a
g
er
in
a

の

更
属
と

し

て
居
り

N
eoschlL)ager
i.さ
a
m
u
liise
p叶aia
D
ep
r
a

t
(V
II,53.
54)
を
他

の

N
eoschw
ager
in
a
と

S
u
m
a
i
rina

の
間
の
中
間
型
と
考

へ
で
居
る

｡
と
云
ふ
の
は
N

,
m
u
tiisep
ia
ia
I)
eprat
の
隔
壁
に
は
大
部
分
蜂
葡
構
造
が
無

-
撒
密
に
な
っ

て居
-
只
倭
に
局
部
的
に
夫
が
謎
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら

S
u
m
a
ir
in
a

の
穀
壁
及
び
隔
壁
は

N
eosch
w
a
g
er
in
a

と
同
様
な
者
で
､
そ
れ
は
後
者
の
蜂
衛
の
薄
板
が
肥
厚
す
る
馬
め
峰
竃
の
蛋
間
が
縮
少

さ
れ
て

藩
に
な
-
な
っ
て
生
じ
た
者
と
解
押
し
た
､
而
し
て
氏
は

N
･
m
～
tlisep
ia
i
a
D
eprat
の
隔
壁
の

一
部
に
は
其
蜂

覇
の
痕
跡
が

.i
部
残
存
し
て
居
る
者
を
此
考
の
状
櫨
と
し
た

｡

H
a
y
d
e
n
(
x

x
v
,
250)
も

S
um
a
lr
i.さ
a
an
na
e
V
olz
の
数
壁
は
大
部
分
級
密
で
あ
る
が

.L
部
分
に
蜂
膏
構
造

が
あ
る
革
む
離
め
て
居
る
が
氏
の

S
u
m
atr
i.萱

は

V
olz
の
者
と
同
定
出
凍
る
者
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る

.

D

unba1･
a
n
d
C
o
n
d
ra
(x
liJ.70)
も

D
ep
ra
t
が
述
べ
た
殻
に
賛
成
し
て
居
る
｡

挽

､N
eos
chw
a
g
er
in
a
m
u
liisep
fa
ia
D
eprat
の
隔
壁
は

N
eosch
w
a
g
er
in
a
(Y
abein
a)
globosa
Y
a
b
e

よ
-
繊
細
で
あ
る
が

S
u
m
a
Lrin
a
aFnn
ae
V
o]Z
に
比
較
す
る
と
非
常
は
粗

い
又

N
.
m
u]tiseptata
の

a
x
ia
t

septuta
の
高
さ
及
び
瓦
の
間
隔
も
不
揃
以
で
あ
る
が

S
u
m
a
ir
in
n

a
n
n
ae
V
otz,
Su
m
atri7m

lon
giosim
a

D
eprat
の
者
は
非
常
に
規
則
正
し

い
'
不
揃
で
あ
る
事
は

N
･
m
u
liisep
iaia
D
eprat
の
み
な
ら
ず

N
,
(Y
a
b
ei･

n
a)
globosa
Y
abe
に
於
で
も
同
様
で
あ
る
｡
N
eoschw
ager
in
a
(Y
a
bein
cL)
と

S
u
m
a
ir
in
a
と
は

septa,

a
x
ial
sep
tu
ta.sp
ir
al
septuia.
secon
dary
sp
ir
al
septula
を
有
し
構
造
上
大
差
が
な

い
､
噸
以
上
述
べ
た
棟

に
殻
壁
及
び
隔
壁
の
性
質
に
於
で
差
異
が
あ
る
｡

紡
錘
政

利
有

孔
払

(
F
u
s
Tltin
id

F

oram
in.
ifer
a
)
の
分
数
に
納
す
る
論
説
の
評
論

(
九

九



姉

十

八
容

第
二
鍵

蓋

一
〇

Y

abe
in
a

D
ep
ra

t

(
i

jL.,
3
0
よ
4)
は

山
九

一
九
年
美
濃
赤
坂
は
産
す
る
者
に
つ
き

Y
a
bein
a
in
ou
y
ei
と

云
ふ
新
属
新
種
を

記
載
し
た
､
小
揮
氏

(X
L
IV
.
25.
26)
は

Y
a
bein
a
in
o
u
yei
D
e
p
Tat
は

N
eosch
w
a
g
er
in
a
globosa
Y
ab
e
に

他
琴

b
拍
事
を
確
め
'
且
っ

D
ep
rat
は
従
払
此
者
は

N
eosck
w
a
g
er
in
a

cr
a
iicu
lqf
er
a
と
典
を
-

secon
d
a
r
y

ヽ

eq
u
atoT

i

al

s

eptu]a
む
有
す
る
を
以
っ
て
匿
別
L

Y
a
bein
a
を

N
eoschw
a
g
er
in
a
の
煎
属
と
し
て
居
る
､
然

し
同
氏
は
後
は

(x
L
,
142,
L
.
138)
Y
a
bein
a
を

N
eosch
w
ag
er
in
a

の
間
物
異
名
と
し
て
之
を
破
棄
し
て
居
る
､

父

S
u
m
a
ir
in
a

の
殻
壁
ほ
は
蜂
満
構
造
が
あ
る
様
は
定
義
し
て
居
る
｡
然
し

Y
a
bein
a
は
従
前
通
わ

N
eosc
h

･

w

ag
erin
a
の
並
属
と
し

て諦
め
る
革
が
通
常
と
恩
ふ
｡

G
ra
b
aui
コ
a

李
は

1
九
二
四
年

(x
x
x
)
F
u
std
in
ella
の

F
usu
lin
a
(I
f
b
la
eof
u
s
u
lin
a
D
eprat
em
.
Y
abe･
an
d
H

an･

ZaW
a)
中
間
型
と
し

て新
属

Gb
bau
in
a
を
設
け
た
'
其
模
式
種
は

G
r
a
ba
u
ln
a
d
isca
L
ee
で
あ
る
､
此
者

は
仰中
一
の
標
本
が
牒
見

さ
れ
た
の
で
あ
る
と
云
ふ
｡

苧
a
ba
u
ina
d
isca
L
ee
は
殻
の
磯
連
の
初
期
は
於
で

P
a
la
eof
u
su
lin
a
の
棟
で
あ
る
が
成
熟
期
に
於
て
は
凸

鋸
状
を
量
す
る
戒
は
成
み
且
つ
殻
壁
に
は
蜂
滴
構
造
が
無
-
な
る
と
云
ふ
｡
小
搾
氏

(x
u
v
,
26)
は
蜂
蒲
構
造
の
無

-
在
る
の
は
二
次
的
は
消
失
し
た
者
と
し
て
本
属
を

F
usu
liTLa
(=
P
a
la
eofu
su
lin
a
)
の
同
物
異
名
と
し
て
横
束

し
て
居
る
､
本
属
は
…単
二
の
塵
本
は
基

い
で
創
ら
れ
た
者
で
あ
る
が

P
a
la
eofu
su
lin
a
の

Pathot
ogi
Cal

for
m

で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
｡



以
上
が
今
日
W
;.J
提
溝
ru
れ
た
助
傭
曲
科
有
孔
蓮
の
屈
及
び
衷
属
の
群
論
で
あ
る
､
之
に
裁

き
矢
部
教
授
及
び
筆

者
は
最
近
本
科
の
分
相
に
庇
で
次
の
新
方
法

を
捉
試
し
た
｡

F
a
m

i13r

F
u
su
Jin
id
a
e

S
u
b
fam
ily

F

usutin
e)1in
a
e

F
u
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e
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v
.
M
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E
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G
en
oty
p
e
b
y
d
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n
atio
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,
F
.
bock
i
v
.

M
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(S
y
n
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N
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lin
elta
D
E
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A
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S
c
h
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b
er
fe
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v
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ST
A
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F
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D
ep
r
a
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O
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A
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A
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F
u
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IJE
E
a
n
d
C
fIE
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?
B
o
u
lton
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L
E
E
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S
iqF
elI.a
O
z
A
W
A
･
S
u
b
g
e
notype
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F
u
su
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a

SP
a
er
ic
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A
B
iC
H
･

(S
y
n
,
:
F
u
su
lin
e
lh

v
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S
T
A
F
F
,

F

u

su
lin
ella

D
E
P
R
A
T
)
?

W
ed
ek.in
d
ie
lla

D
U
N
B

AR
and
H
E
N
･

B
E
ST
.
S
u
b
g
en
oty
p
eu
F

u

su
ti
n
ella
eu
ih
y
sep
ia
H
E
N
B
E
S
T
.

F

u

stLl/in
a
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